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３
月
１
日
の
本
会
議
で
４
つ
の
特
別
委
員
会
の
各
委
員
長
か
ら
、
こ
の
１
年
間
の
審
査
経
過

概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
要
約
掲
載
）。

　

詳
し
い
内
容
は
、「
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
」（
市
役
所
本
館
１
階
）
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
会
議
録
検
索
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。史

跡
整
備
・
活
用
等
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安
満
遺
跡
公
園
等
の
整
備
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
第
38
回

都
市
公
園
等
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

け
る
国
土
交
通
大
臣
賞
の
受
賞

や
、
公
園
南
側
に
接
す
る
高
槻

駅
緑
町
線
に
お
い
て
、
令
和
５

年
４
月
か
ら
公
園
経
由
の
市
営

バ
ス
新
路
線
が
運
行
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
、
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
歴
史
遺
産
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
芥

川
城
跡
が
11
月
10
日
付
け
で
史

跡
指
定
さ
れ
、
令
和
４
年
度
は
、

御
城
印
・
御
城
印
帳
の
発
行
や

登
城
ル
ー
ト
復
旧
な
ど
、
芥
川

城
跡
の
史
跡
指
定
と
指
定
後
を

見
据
え
た
事
業
展
開
に
よ
る
保

存
と
活
用
の
推
進
に
向
け
て
取

り
組
ん
だ
。
今
後
は
、
引
き
続

き
、
史
跡
の
良
好
な
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｒ
ア

プ
リ
の
運
用
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

発
行
な
ど
、
城
跡
の
活
用
と
魅

力
発
信
に
努
め
る
。
更
に
、
地

元
の
方
々
の
ご
意
見
を
頂
戴
し

な
が
ら
、
芥
川
城
跡
保
存
活
用

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
定

め
て
い
く
、
と
の
報
告
が
あ
り
、

委
員
か
ら
、
保
存
活
用
計
画
の

取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
街
地
整
備
促
進
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Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の
周
辺
道
路
整

備
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北

駅
前
広
場
は
、
現
在
は
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
デ
ッ
キ
上

屋
設
置
、
公
衆
ト
イ
レ
の
更
新
、

バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の

拡
幅
等
を
実
施
し
て

お
り
、
関
連
事
業
と

し
て
駅
前
の
浸
水
被

害
軽
減
を
目
的
と
し

た
雨
水
貯
留
施
設
等

を
整
備
し
て
い
る
。

工
事
は
令
和
５
年
３

月
の
完
成
を
予
定
し

て
い
る
、
と
の
報
告

が
あ
り
、
委
員
か
ら
、

ト
イ
レ
の
整
備
に
関

し
、
子
ど
も
用
便
器

の
設
置
等
の
検
討
に

つ
い
て
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｊ
Ｒ
京
都

線
茨
木
・
高
槻
間
に

お
け
る
鉄
道
高
架
化

の
検
討
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
高
架

化
勉
強
会
に
お
い
て
、
交
通
及

び
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解
決
に

向
け
た
検
討
を
重
ね
て
お
り
、

令
和
４
年
度
は
、
鉄
道
高
架
化

の
単
独
施
工
案
と
芥
川
橋
梁
改

築
と
の
同
時
施
工
案
の
比
較
検

討
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
大
阪
府
へ
事
業
化
の
検
討

を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
大
阪
府
に
対
し
事
業
化

▲御城印と御城印帳（一例）

▲令和５年３月に整備工事が完了したＪＲ高槻駅北駅前広場 
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